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一
、
再
エ
ネ
議
員
・
秋
本

議
員
、
風
車
で
収
賄

仁
木
町
議
選
が
終
わ
っ
た
直
後
の
８

月
４
日
、
日
本
中
に
激
震
が
走
っ
た
。

【
秋
本
真ま
さ
と
し利
衆
院
議
員
の
関
係
先

を
家
宅
捜
索　

洋
上
風
力
巡
り
収

賄
の
疑
い
】

政
府
が
導
入
拡
大
を
進
め
る
洋
上
風
力

発
電
を
巡
り
、
風
力
発
電
会
社
「
日
本
風
力

開
発
」（
東
京
都
千
代
田
区
）
側
が
、
自
民

党
の
国
会
議
員
側
に
資
金
を
提
供
し
た
と

さ
れ
る
疑
惑
で
、東
京
地
検
特
捜
部
は
4
日
、

外
務
政
務
官
の
秋
本
真
利
衆
院
議
員
（
47
）

＝
比
例
南
関
東
、
当
選
4
回
＝
の
関
係
先
に

家
宅
捜
索
に
入
っ
た
。
同
社
の
社
長
か
ら
約

3
0
0
0
万
円
の
提
供
を
受
け
た
疑
い
が

あ
る
と
さ
れ
、
収
賄
容
疑
と
み
ら
れ
る
。

2023 年 8 月 8 日付け北海道新聞より

画像出典：毎日新聞より https://mainichi.jp/



秋
本
議
員
は
、「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
拡
大
議
員
連
盟
」

事
務
局
長
だ
っ
た
。

石
狩
湾
に
も
、
彼
の
息
が
か
か
っ
た

3
0
0
万
k
W
の
洋
上
風
力
計
画
が
あ

る
。
当
然
、
不
透
明
で
あ
る
。

そ
の
後
11
日
、　
「
日
本
風
力
開
発
」（
ベ

イ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
外
資
フ
ァ
ン
ド
）
日

本
法
人
〈
ボ
ス
ト
ン
〉）
の
塚
脇
正
幸
社

長
（
64
）
が
一
転
し
て
検
察
側
の
主
張

を
受
け
入
れ
、
贈
賄
を
自
白
し
た
。
そ

の
総
額
6
0
0
0
万
円
と
も
見
ら
れ
る
。

二
、
再
エ
ネ
議
連
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

地
検
特
捜
部
の
狙
い
は
、
こ
こ
に
は

な
い
。
ト
カ
ゲ
の
し
っ
ぽ
切
り
で
は
終

わ
ら
な
い
。

横
の
再
エ
ネ
議
連
議
員
の
一
蓮
托
生
。

縦
の
本
命
、
黒
幕
へ
の
狙
い
は
、
既
に

定
ま
っ
て
い
る
。
内
部
告
発
の
情
報
は

確
信
的
で
、
今
ま
さ
に
再
エ
ネ
疑
獄
事

件
の
幕
開
け
で
あ
る
。

再
エ
ネ
議
連
は
、
自
民
党
派
で
、
約

1
0
0
人
。
そ
の
孫
・
子
の
推
進
派
地

方
議
員
に
も
紐
付
け
さ
れ
、
捜
査
リ
ス

ト
は
埋
ま
っ
て
い
る
。

柴
山
昌
彦
会
長
は
じ
め
顧
問
の
面
々
、

戦
々
恐
々
た
る
日
々
だ
。

殊
に
、「
俺
と
一
緒
に
働
こ
う
」
と
誘

わ
れ
た
河
野
太
郎
大
臣
の
右
腕
、
最
側

近
で
あ
っ
た
秋
本
議
員
。「
再
エ
ネ
を

主
力
電
源
と
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く

の
が
政
治
の
仕
事
だ
」
と
薫く

ん
と
う陶

を
授
け
、

画像出典：読売新聞より https://www.yomiuri.co.jp/

8 月 12 日 付 け
朝日新聞より

画像出典：北海道新聞より https://www.hokkaido-np.co.jp/

画像出典：東京新聞より https://www.tokyo-np.co.jp/
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そ
の
蜜
月
ぶ
り
に
何
の
関
り
も
無
い
は

ず
は
な
い
。
明
々
白
々
た
る
利
権
の
介

在
。
ソ
ー
ラ
ー
の
中
国
会
社
も
、
ワ
ク

チ
ン
の
虚
偽
説
明
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
不
手
際
も
、
再
エ
ネ
構
造
と
瓜
二
つ

な
の
だ
。

こ
こ
で
、

不
用
意
に

「
再
エ
ネ
推

進
・
風
車

賛
成
！
」
を

声こ
わ
だ
か高
に
挙あ

げ

る
前
に
、
地

検
の
眼
は
全

国
津
々
浦
々

に
烱け

い
け
い々

と
し
て
射い

っ
て
い

る
。三

、「
再
エ
ネ
利

権
」
の
構
造
と
闇

① 

外
資
の
禿は
げ
た
か鷹
フ
ァ
ン
ド

が
再
エ
ネ
発
電
会
社
を

所
有
。

② 

役
所
に
F
I
T
申
請

し
、
F
I
T
許
可
を

得
る
。

③ 
風
車
発
電
所
を
設
立
し

所
有
す
る
。

④ 

電
力
会
社
は
高
値
で
電

気
を
買
取
る
。

⑤ 

付
近
の
住
民
は
「
風
車

病
」
の
健
康
被
害
に
遭

う
。

⑥ 

電
気
料
金
を
値
上
げ

し
、
電
気
利
用
者
は
、

電
気
代
＋
再
エ
ネ
賦

課
金
を
払
わ
さ
れ
る
。

⑦ 

再
エ
ネ
発
電
会
社（「
日

本
風
力
発
電
」
な
ど
）

は
、再
エ
ネ
議
連
議
員
政
治
団
体
（
別

表
の
議
員
と
「
秋
本
議
員
」
な
ど
）

に
政
治
献
金
す
る
。

⑧ 

再
エ
ネ
議
連
は
、「
地
球
環
境
の
た
め
、

再
エ
ネ
推
進
！
」
と
美
辞
麗
句
で
、

国
民
を
騙だ

ま

す
。

東京地検特捜部①

②
③

④

⑤

⑥

⑦ ⑧

⑨⑩

⑪

⑫

2012 2022

2023 年 8 月 5 日付け読売新聞より

日本風力
発電・関
電など

国会議員・道議・町議員

「再エネ利権」の構造と「地検捜査」の背景

画像出典：秋本議員の X（旧ツイッター）より
https://twitter.com/akimoto_chiba9

画像出典：文化人放送局「自民・秋本氏に不透明資金か？／風力発電＆再エネ議連にまつわる利権の闇を平井宏治氏が徹底解説②
【The Q&A】8/4」より https://www.youtube.com/watch?v=MDG8MeSwn5I（下図も）
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⑨ 
献
金
が
増
え
る
か
ら
「
再
エ
ネ
増
進

だ
！
」
と
利
益
誘
導
し
て
電
気
代
は

高
騰
す
る
。

⑩ 

再
エ
ネ
発
電
会
社
は
利
益
を
外
資
に

配
当
し
て
、
中
国
な
ど
は
国
富
と
な

る
。

⑪ 

再
エ
ネ
発
電
会
社
と
再
エ
ネ
議
連
は

w
i
n
w
i
n
の
関
係
。
そ
こ
は
、

国
民
不
在
。

⑫ 

そ
の
両
者
に
、
東
京
地
検
特
捜

部
が
捜
査
に
入
っ
た
。

こ
の
特
定
業
者
の
贈
与
も
、
再
エ
ネ

利
権
の
原
資
も
、
み
な
国
民
が
払
っ
て

い
る
「
再
エ
ネ
賦
課
金
」
な
の
だ
。
み

な
知
ら
ず
に
支
払
わ
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
も
、
10
年
前
の
15
倍
も
。

さ
ら
に
、
今
回
の
洋
上
風
力
推
進
は
、

陸
上
が
住
民
の
反
対
に
あ
っ
て
形
勢
が

悪
く
な
り
、
海
上
に
シ
フ
ト
し
て
来
た
。

だ
が
、
こ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

英
国
な
ど
欧
州
で
は
、
大
陸
棚
が

拡
が
り
水
深
が
20
～
40
m
の
浅
瀬
に
、

1
0
0
～
3
0
0
㎞
の
遠
方
に
離
し
て

設
置
し
て
、
沿
岸
部
の
住
民
の
健
康
被

害
を
考
慮
し
て
い
る
。

だ
が
、
日
本
で
は
海
底
が
急
峻
な
た

め
、
住
宅
地
に
近
い
海
岸
縁
や
港
湾
の

20
ｍ
～
3
㎞
沖
に
着
床
式
で
設
置
し
て

い
る
、
さ
ら
に
深
海
部
は
、
浮
体
式
の

鉄
ロ
ー
プ
で
繋
い
で
い
る
。
こ
れ
は
地

震
津
波
大
国
、
日
本
で
は
一
瞬
の
う
ち

に
引
き
千
切
ら
れ
、
海
岸
民
家
に
打
ち

寄
せ
る
高
い
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
い
る

の
だ
。
そ
れ
で
も
、
決
行
す
る
意
図
は

何
か
。
そ
れ

は
、
利
権
獲

得
以
外
の

何
も
の
で

も
な
い
。

再
エ
ネ
賦
課
金
の
２
・
５
～
３
兆
円
も

の
税
収
を
事
業
者
に
払
い
、
政
治
献
金

で
お
返
し
を
貰
う
、
こ
の
古
典
的
利
権
。

ソ
ー
ラ
ー
も
風
車
も
地
熱
も
、
み
な

同
じ
仕
組
み
、
同
じ
ス
キ
ル
。
上
が
儲

か
り
、
下
が
苦
し
む
。
こ
の
旨
味
に
、

議
員
は
嵌は

ま

り
、
裏
工
作
・
裏
取
引
に
歯

止
め
が
利き

か
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。

ま
し
て
や
、
小
泉
進
次
郎
氏
も
秋
本

氏
も
、
利
権
事
業
者
の
為
に
、
審
査
基

準
の
改
変
を
求
め
る
陳
情
を
繰
り
返
し

た
経
緯
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
罷ま

か

り
通
る

国
会
・
議
会
。
結
局
は
、
私
利
私
欲
、

保
身
の
た
め
、
再

エ
ネ
は
格
好
の

金か
ね
づ
る蔓

な
の
だ
。
別

事
業
所
「
レ
ノ
バ

株
」
へ
利
益
誘
導

し
た
舞
台
も
国
会
。

今
回
の
賄
賂
受
け

渡
し
も
衆
議
院
会

館
。
国
会
は
魔
窟
、

金
財
の
巣
城
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
に
、
国
民

は
介
在
し
て
い
な

い
。
不
在
の

ま
ま
だ
。

今
期
、
大

手
電
力
会
社

8
社
が
V
字

回
復
の
最
高

益
8
1
5
9
億
円
。
中
に
９
・
８
倍
も

黒
字
の
中
部
電
力
が
あ
る
。
国
民
が
、

重
税
と
物
価
高
に
喘あ

え

ぐ
中
に
、
何
故
高

騰
す
る
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
許
さ
れ

る
の
か
。

こ
の
酷ひ

ど

い
矛
盾
を
、
国
民
は
、
何
故

憤い
き
ど
おら
な
い
の
か
。
指
摘
し
な
い
の
か
。

何
故
、
黙
っ
て
い
る
の
か
。

し
か
し
、
風
車
推
進
の
再
エ
ネ
議
員

に
投
票
し
て
は
、
文
句
は
言
え
な
い
。

電
気
料
金
の
値
上
げ
も
「
良ＯＫ
！し
」
と
自

ら
宣
言
し
た
と
同
じ
で
あ
る
。
今
さ
ら
、

訴
え
る
資
格
が
な
い
と
言
え
ば
な
い
。

し
か
し
、
多
く
の
国
民
は
真
相
を
知

ら
ず
に
、
投
票
し
て
い
る
の
だ
。

8 月 4 日付け読売新聞より

イギリスの洋上風力を再考する
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画像出典：文化人放送局【The Q&A】8/4 より（下図も）
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四
、「
あ
い
つ
ら
は
、
統

一
教
会
！
」

7
月
30
日
、
仁
木
町
議
選
。

結
果
、
反
風
車
派
2
名
落
選
。
9
名

当
選
の
内
、反
対
派
3
名
、賛
成
派
6
名
。

一
年
間
の
反
風
車
運
動
も
虚
し
く
、

再
エ
ネ
推
進
派
が
勢
力
を
伸
ば
し
た
。

「
あ
い
つ
ら
は
、
統
一
教
会
！
」

こ
の
一
言
必
殺
は
、
当
た
っ
た
。

こ
の
殺
し
文
句
に
は
、
説
明
は
要
ら

な
い
。

こ
の
レ
ッ
テ
ル
貼
り
以
上
の
印
象
操

作
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
流
言
飛
語
・
風

デ

マ

聞
煽
動
が
、
町

議
選
中
の
仁
木
の
町
中
を
駆
け
巡
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
度
が
過
ぎ
た
。

数
か
月
前
、
初
対
面
の
仁
木
町
会
議

員
に
、

「
え
っ
、
あ
な
た
統
一
教
会
で
な
い
の
」

と
、
逆
に
驚
か
れ
、
隣
町
の
余
市
で
は
、

選
挙
後
す
ぐ
に
、
余
市
の
元
議
員
か
ら
、

「
仁
木
で
は
、
ま
ほ
ろ
ば
は
統
一
教
会

で
、
通
っ
て
い
る
よ
」こ

れ
は
も
う
、
冗
談

を
通
り
越
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
統
一
教
会
な
ら
ば
、
自

民
党
会
派
。

自
民
党
な
ら
ば
、
多
く
が
再
エ
ネ
推

進
派
、
風
車
賛
成
だ
。

こ
の「
風
車
反
対
の
会
」が
、何
故
、「
統

一
教
会
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

一
目
瞭
然
、
子
供
で
も
分
か
る
自
明
の

理
で
は
な
い
か
。

『
日
本
を
サ
タ
ン
（
悪
魔
）
の
国
』
と

教
え
る
朝
鮮
系
カ
ル
ト
集
団
「
統
一
教

会
」
と
、
日や

ま
と本
の
枕
詞
で
も
あ
る
「
ま

ほ
ろ
ば
」
と
、
ど
う
繋
が
る
か
、
発
信

者
や
共
犯
者
に
証
言
し
て
戴
く
。

も
う
既
に
、
誰
が
言
っ
た
、
言
わ
な

い
か
の
次
元
を
超
え
て
い
る
だ
ろ
う
。

誰
か
が
流
し
た
が
故
に
定
着
し
、
何

処
か
に
拡
げ
た
が
故
に
今
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
動
か
せ
な
い
事
実
だ
。

各
々
、
自
ら
の
胸
に
手
を
当
て
て
問

い
た
い
。
ま
ほ
ろ
ば
封
じ
込
め
の
数
々

の
禁
じ
手
と
人
は
、
や
が
て
明
ら
か
に

な
ろ
う
。

相
手
を
陥

お
と
し
い
れれ
た
術
策
は
、「
虚
偽
の

風
説
の
流
布
」
で
、「
信
用
毀
損
罪
」

及
び
「
業
務
妨
害
罪
」
の
刑
法
２
３
３

条
に
当
た
る
。
さ
ら
に
誹
謗
中
傷
の「
侮

辱
罪
」
に
も
。（
同
2
3
1
条
）

反
論
す
る
な
ら
、
正
論
を
以
て
、
堂
々

と
渡
り
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
根
も
葉
も
な
い
風
評
と
言
わ
れ

な
き
噂
の
嵐
の
中
に
、
無
垢
無
心
の
新

人
二
人
は
、
闘
っ
て
散
っ
た
。
だ
が
、

敗
退
に
よ
り
、
普
段
隠
れ
て
い
る
真
相

の
覆ベ

ー
ルい
が
剥
が
さ
れ
、
あ
り
あ
り
と
実

態
が
浮
か
び
上
が
っ
た
絶
好
の
機チ

ャ
ン
ス会
で

も
あ
っ
た
。

刑事上の責任
①「信用毀損罪」

②「偽計業務妨害罪」( 刑法 233 条 )

「【虚偽の風説を流布】し、又は【偽計】を用いて、人の【信用を毀損】し、
又はその【業務を妨害した】者は、三年以下の懲役又は五十万円以下の
罰金に処する。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名誉毀損
   a) 会社の評判・信用にダメージを与える行為　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信用毀損

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偽計業務妨害
   b) 会社の業務を妨害する行為　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　威力業務妨害
③「侮辱罪」の厳罰化

2022 年 7 月 7 日以降、「1 年以下の懲役もしくは禁錮、もしくは 30 万円
以下の罰金、または拘留もしくは科料」へと改正された（刑法 231 条）。
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五
、
穂ほ
づ
み積
、
甲こ
う
た田
両
氏
の

健
闘25

日
の
告
示
日
に
、
ポ
ス
タ
ー
を
貼

り
、
27
日
に
チ
ラ
シ
で
町
内
に
向
け
初

め
て
名
を
名
乗
り
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

述
べ
た
実
質
の
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
時
、

初
め
て
2
人
は
衆
目
に
接
し
た
。
そ
れ

ま
で
何
も
知
ら
さ
れ
る
場
面
は
な
く
、

事
前
運
動
も
な
か
っ
た
。（
政
治
団
体
で

は
な
い
の
で
、
後
援
会
も
無
い
）

そ
し
て
29
日
ま
で
の
僅わ

ず

か
3
日
間
で
の
勝
負
、
30

日
の
投
票
日
。
実
に
厳
し

い
。そ

の
2
人
し
て
の

1
5
0
票
は
、
真
に
彼

ら
の
思
い
に
感
動
・
感
銘

し
た
人
々
の
声
だ
っ
た
。

地
盤
も
血
縁
も
組
織
票

も
な
い
中
、
よ
く
ぞ
、
こ

の
5
日
間
訴
え
た
。

二
人
の
候
補
は
、
夫
唱

婦
随
の
二
人
の
力
だ
っ

た
。
二
人
し
て
、
地
縁
な

し
、
金
力
な
し
、
経
験
な

し
。
み
な
夫
婦
で
考
え
た

手
作
り
運
動
だ
っ
た
。
統
一
教
会
な
ら
、

豪
華
絢け

ん
ら
ん爛
な
る
街
宣
車
と
プ
ロ
の
ウ
グ

イ
ス
嬢
を
用
意
す
る
だ
ろ
う
。

穂
積
豊
仁
君
は
、
5
日
間
炎
天
下
の

中
、
朝
8
時
か
ら
夜
8
時
ま
で
自
転
車

を
漕こ

ぎ
な
が
ら
、
声
の
限
り
訴
え
た
。

そ
れ
を
支
え
た
の
が
悠
理
夫
人
の
叫
び

だ
っ
た
。「
風
車
の
自
然
破
壊
、
健
康
被

害
を
S
T
O
P
し
、
仁
木
の
自
然
と
特

産
物
を
活
か
し
た
地
域
経
済
の
自
立
を
。

そ
し
て
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が

町
作
り
に
参
加

で
き
る
よ
う
、

開
か
れ
た
議
会
、

風
通
し
の
良
い

議
会
を
目
指
し

ま
す
。
こ
の
豊

か
な
自
然
を
子

供
た
ち
に
手
渡

し
ま
し
ょ
う
」　

そ
の
合
間
合

間
に
「
仁
木
の

自
然
を
守
り
た

い
！
」「
子
ど
も

た
ち
の
未
来
を

守
り
た
い
！
」

と
彼
は
、
連
呼

し
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
見
る
も

の
を
し
て
心
に

誠
の
杭く

い

が
刺

さ
っ
た
。

一
方
、
甲
田

貴
也
君
は
、
大

阪
か
ら
持
っ
て

来
た
造
園
用
の

小
型
ダ
ン
プ
に
手
作
り
の
看
板
と
ポ
ス

タ
ー
を
ホ
チ
キ
ス
で
貼
り
合
わ
せ
た
も

の
だ
っ
た
。
選
管
の
説
明
で
は
、
こ
の

街
宣
車
や
ウ
グ
イ
ス
嬢
の
経
費
は
、
町

費
か
ら
出
る
の
だ
。
し
か
し
、
こ
の
二

人
は
、
税
金
を
使
っ
て
は
申
し
訳
な
い

と
、
自
腹
で
請
求
せ
ず
、
選
挙
の
原
点

に
立
ち
戻
っ
て
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で

貫
い
た
。
そ
れ
は
、
傍は

た
め目
か
ら

も
涙
ぐ
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。

夫
妻
は
運
転
と
マ
イ
ク
を
代
わ

る
代
わ
る
変
わ
り
、
声
の
有
ら

ん
限
り
を
、
魂
の
有
ら
ん
限
り

を
出
し
尽
く
し
た
。　
　

和
恵
さ
ん
の
声
は
、夫
を
支
え
、

町
を
、
国
を
案
ず
る
思
い
と
愛

で
張
り
裂
け
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。

「
み
な
さ
ま
の
命
を
脅
か
す
風

車
建
設
大
反
対
で
す
。
祖
先
の
築

い
て
来
た
故
郷
を
、
我
々
の
世
代

で
失
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
子
供

た
ち
へ
と
繋
い
で
行
き
た
い
、
そ

の
一
心
で
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

目
の
前
の
問
題
を
見
ず
し
て
、
よ

り
よ
い
町
は
来
ま
せ
ん
。
目
の
前

の
問
題
を
見
ず
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
明
る
い
未
来
は
守
れ
ま
せ

ん
。
共
に
、
立
ち
上
が
り
ま
し
ょ

う
。
…
…
」
二
人
の
声
は
、
聞
く
者
を

し
て
、
大
空
に
響
き
、
魂
の
奥
底
を
揺

さ
ぶ
る
も
の
だ
っ
た
。

だ
か
ら
、
数
は
少
な
く
て
も
、
そ
の

一
票
の
重
さ
は
、
重
く
し
て
重
た
い
の

だ
。何

を
置
い
て
も
重
た
い
の
だ
。
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そ
の
一
票
か
ら
始
ま
る
、
そ
の
一
票

か
ら
拡
が
っ
て
行
く
。

二
人
を
一
人
に
絞
れ
ば
良
か
っ
た
と
、

人
は
言
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
結
果
論
で
、
こ
の

二
人
を
出
し
た
こ
と
は
、
正
解
だ
っ
た
。

当
否
の
戦
略
で
は
な
い
。
そ
れ
を
超

え
た
人
生
哲
学
な
の
だ
。
伝
え
た
い
の

は
町
を
想
う
清す

が

や
か
な
る
純
心
だ
っ
た
。

こ
の
二
人
を
、
町
民
の
方
々
が
知
っ

た
こ
と
は
、
貴
重
な
縁
繋
ぎ
。
だ
か
ら
、

寸
分
も
後
悔
な
ど
し
て
い
な
い
。

元
よ
り
、
議
員
に
な
り
た
い
た
め
に

立
候
補
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
町
を

良
く
し
た
い
が
た
め
に
、
已
む
に
已
ま

れ
ず
立
っ
た
の
だ
。「
風
車
を
考
え
る
会
」

か
ら
、
誰
も
立
候
補
す
る
人
が
い
な
か
っ

た
か
ら
立
っ
た
の
だ
。

彼
ら
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
名
誉
職

で
も
、
高
給
取
り
で
も
な
い
。
あ
く
ま

で
も
手
段
で
し
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
百
姓
と
し
て
足
元
を

固
め
、
い
か
に
地
元
の
み
な
さ
ん
と
伴

に
、
よ
り
良
き
仁

木
町
を
開
い
て
行

く
か
が
課
題
な
の

だ
。
し
っ
か
り
と
未
来
を
見
据
え
て
一

歩
一
題
、
実
現
し
て
い
く
。

六
、
穂
積
君
が
「
考
え
る

会
」
の
新
代
表
に

会
の
規
約
に
お
い
て
、
一
年
任
期
で

瀬
川
代
表
が
降
り
、
穂
積
君
が
後
を
継

い
だ
。
瀬
川
さ
ん
の
、
こ
れ
ま
で
の
尽

力
は
測
り
知
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
は
サ
ポ
ー

ト
役
に
回
る
。
深
謝
す
る
ば
か
り
だ
。

新
代
表
は
、
未
経
験
の
大
任
だ
が
、

自
転
車
の
一
漕
ぎ
の
よ
う
に
、
必
ず
や

人
の
心
に
善
き
波
風
を
立
て
る
で
あ
ろ

う
。

七
、
マ
ス
コ
ミ

の
援
護
射
撃

選
挙
後
、
不
思
議

と
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る

「
風
車
の
会
」
へ
の
記

事
が
連
続
し
た
。

『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ

ル
』
に
よ
る
二
人
へ

の
健
闘
を
称
え
、
正

義
を
訴
え
る
記
事
に

は
、
仁
木
以
外
に
道

内
に
も
、
応
援
者
が

多
く
居
る
こ
と
を
知

ら
し
め
て
下
さ
っ
た
。

あ
り
が
た
か
っ
た
。

議
会
の
内
状
報
告

は
、
驚
く
べ
き
記
者
の
観
察
眼
・
洞
察

力
で
あ
る
。

『北方ジャーナル』2023 年 9 月号より

そ
し
て
さ
ら
に
驚
く
べ
き
事
は
、
８

月
19
日
（
土
）、「
日
本
農
業
新
聞
」
の

道
内
版
に
一
枚
全
面
に
掲
載
さ
れ
た
こ

と
だ
。
そ
の
朝
、
道
内
の
数
名
の
農
家

と
酪
農
家
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
ほ
ど
。

記
者
が
真
正
面
か
ら
風
車
問
題
に
取
り

組
み
、
不
偏
不
倚き

、
ど
ち
ら
に
も
偏
ら

ず
に
取
材
。

風
車
の
会
は
無
論
、
役
場
の
林
副
町

長
、
関
西
電
力
、
市
川
弁
護
士
、
北
海

『日本農業新聞』2023 年 8 月 19 日付けより
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道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
々
、
多
方
面

に
亘
っ
て
の
聞
き
取
り
調
査
し
た
上
で
、

読
者
の
判
断
に
任
せ
る
編
集
姿
勢
の
公

平
・
公
正
さ
に
、
寧む

し

ろ
感
銘
し
た
。

農
家
の
方
々
に
と
っ
て
も
、
今
日
ま

で
「
風
車
反
対
」
は
一
部
の
活
動
家
の

戯た
わ
ご
と言
く
ら
い
に
し
か
映
ら
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
日
本
で
唯
一
の

農
業
新
聞
社
が
、
大
枠
で
取
り
上
げ
る

ほ
ど
の
差
し
迫
っ
た
喫
緊
の
社
会
問
題

で
あ
っ
た
こ
と
を
、
再
認
識
さ
れ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

予
測
さ
れ
る
農
業
被
害
は
、
計
り
知

れ
な
い
。

若も

し
、
銀
山
の
稲
穂
峠
側
の
田
畑
で
、

湧
き
水
が
断
っ
た
ら
、
水
質
が
泥
で
悪

化
し
た
ら
、
美
味
し
い
米
は
穫
れ
な
い

ば
か
り
か
、
土
砂
崩
れ
に
よ
り
圃
場
は
、

壊
滅
状
態
に
な
る
の
だ
。
嘗か

つ

て
存
在
し

な
か
っ
た
2
0
0
m
級
の
メ
ガ
風
車
。

あ
の
送
電
線
塔
の
3
倍
も
あ
る
巨
体
。

子
孫
が
、
そ
の
始
末
が
叶
わ
ぬ
負
の
遺

産
を
喜
ぶ
か
否
か
、
想
像
さ
れ
た
い
。

反
対
す
る
に
は
反
対
す
る
な
り
の
根

拠
と
理
由
が
あ
る
。　

そ
の
一
端
が
、
毎
週
毎
月
町
内
に
流

す
数
多
の
風
車
通
信
。

瀬
川
前
代
表
の
『
一
枚
通
信
』
は
百

通
に
近
く
。
家
内
の
『
議
会
報
告
』
の

議
事
録
は
、
議
員
の
真
の
姿
や
思
い
を

伝
え
る
。
私
は
こ
の
『
風
の
祈
り
』
15

篇
を
重
ね
る
ほ
ど
、
深
入
り
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
、
最
近
は
、
仁
木
商
工
会

会
長
が
、
個
人
と
し
て
『
津
司
通
信
』

で
自
論
を
展
開
し
、
毎
日
の
よ
う
に
執

筆
さ
れ
る
。
法
科
出
身
ら
し
く
、
物
事

の
観
点
が
論
理
的
な
切
り
口
で
、
甚

は
な
は
だ

知
的
に
も
興
味
深
い
。

　

八
、
最
後
に

私
た
ち
は
、
反
対
の
た
め
の
反
対
、

対
立
の
た
め
の
対
立
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
の
で
す
。

「
こ
の
仁
木
の
自
然
を
守
り
た
い
。

人
々
の
健
康
を
守
り
た
い
」
の
一
念
で

や
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
地
元
の
人
に
と
っ
て
、
余
計

な
お
世
話
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
企
業
が
利
権
利
益
の
た
め

に
、
村
が
、
町
が
騙だ

ま

さ
れ
、
崩
壊
し
て

行
く
の
が
、
悔
し
く
て
黙
っ
て
見
て
い

ら
れ
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
今
、
日

本
の
各
地
で
、
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
る
の
で
す
。

単
に
、
気
付
い
た
者
が
先
に
言
っ
て

い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
行
動

す
る
に
後あ

と
さ
き先
は
な
い
の
で
す
。

気
付
い
た
人
の
蹶
た
ち
あ
が
り
起
を
待
っ
て
い
ま
す
。

み
な
、
美
し
い
自
然
、
健
や
か
な
る

毎
日
を
望
ま
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
。

そ
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
月
並
み
で

す
が
、
平
和
で
幸
福
な
日
暮
し
が
で
き

れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
生
活
の
場
の
田
畑
が
荒
ら

さ
れ
、
健
全
で
あ
る
べ
き
身
体
を
痛
め

る
「
風
車
」。

み
な
を
不
幸
に
陥
れ
る
何
物
で
も
な

い
こ
と
を
、
知
っ
て
頂
き
た
い
だ
け
な

の
で
す
。

息をのむような銀山地区の美しい田園風景（甲田貴也さん撮影）
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